
 一般会計 ①

 特別会計 ②

 企業会計 ③

  合　計

（単位　千円）

合　　　　　計 85,681,156 208,482 85,889,638

企
業
会
計
③

水 道 事 業 会 計
（ 支 出 分 ）

4,671,843

15,519,809 △ 201,073 15,318,736

令和６年度12月補正予算(案)の概要

小　　　計 21,432,501 △ 12,763 21,419,738

4,649,108

管理会財産区特別会計 1,898 - 1,898

小　　　計

△ 22,735

下 水 道 事 業 会 計
（ 支 出 分 ）

10,847,966

霊 苑 事 業 特 別 会 計 13,259 - 13,259

△ 178,338 10,669,628

太 陽 光 発 電 事 業
特 別 会 計

111,741 - 111,741

介護保険事業特別会計 10,435,947 △ 88 10,435,859

診 療 所 事 業 特 別 会 計 309,181 1,702 310,883

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計 （ 直 診 勘 定 ）

80,579 - 80,579

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
特 別 会 計

1,507,012 △ 799 1,506,213

補正後予算額

一 般 会 計 ① 48,728,846 422,318 49,151,164

特
　
別
　
会
　
計
　
②

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計 （ 事 業 勘 定 ）

8,972,884 △ 13,578 8,959,306

4億2,231万8,000円

△ 1,276万3,000円

△ 2億　107万3,000円

2億　848万2,000円

会　　計　　区　　分 現計予算額 補　正　額
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事　　　　　　　業　　　　　　　名
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継続 

 

№１ 事業名 
市役所本庁舎外照明設備のLED化

改修 

補 正 

予算額 

114,000 
債務負担行為含む 

千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

「蛍光灯の2027年問題」及び「電気料金の削減」に対応するとともに、市民や事業者

へ脱炭素の取組みを促すための脱炭素化に向けた、本市の率先行動の一環として、本庁

舎及び稽古堂の照明をLED照明に改修する。 

 

２ 事業概要 

 ⑴ 内  容 

本庁舎及び稽古堂の事務室等（会議室、倉庫、機械室を含む）の約２千か所の蛍光

灯を LED 照明に改修することで消費電力量・電気料金を削減し、CO2 排出量の抑制を

図る。 

ア 年間電気料金 削減効果 

  ・削減額 約 6,291 千円、削減率 62.1％ 

イ 年間消費電力量 削減効果 

・削減量 約 19 万 kWh、削減率 60.6％ 

ウ 年間 CO2 排出量 抑制効果 

・削減量 約 57 トン、抑制（削減）率 60.6％ 

 

⑵ 事業期間 

2024年度～2025年度 

 

⑶ 事業主体 

  豊岡市 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   2024年度 実施設計、工事着手 

   2025年度 工事完成 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

   116,607 千円 脱炭素化推進事業債（充当率 90％） 

  （内訳） 

実施設計費   2,607 千円 

    工事請負費  110,700 千円（今回補正） 

（６号補正：44,200 千円、債務負担行為：66,500 千円） 

    施工監理費   3,300 千円（債務負担行為）（今回補正） 

 

 

 

担当課名【総務課】（内線2121） 
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新規 

 

№２ 事業名 
第２次豊岡市多文化共生推進プ

ランの策定 

補 正 

予算額 

5,183 
債務負担行為含む 

千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

  「暮らしやすいと感じている外国人市民が増えている」状態を目指し、多文化共生推

進プラン（2019年９月策定、計画期間：2021～2025年度）に基づき事業を実施している。 

  2025年度で計画期間が満了となることから、取組の進捗状況を確認するとともに、第

２次プラン（計画期間：2026～2030年度）を策定する。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

   2019 年度に神戸大学との共同研究で実施した「外国人住民に関する調査研究」を踏

まえ、日本人住民、外国人住民、市内事業所へのアンケート調査を行い、外国人住民

のニーズや課題、日本人住民の多文化共生等に対する意識を把握し、第２次プランに

反映させる。対象者は、日本人住民約4,000人、外国人住民約1,100人、事業所約2,700

件、ヒアリング約20件を予定している。 

 

⑵ 事業期間 

   2024年度～2025年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市・神戸大学大学院人文学研究科 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   2024年度 １月～３月 共同研究調査・アンケート調査設計、調査票印刷 

   2025年度 ４月～７月 アンケート調査票発送・回収、ヒアリング調査 

８月～９月 アンケート・ヒアリング調査分析、結果報告 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

  5,183千円 デジタル田園都市国家構想交付金（補助率1/2） 

 （内訳）2024年度   514千円 

      2025年度  4,669千円（債務負担行為） 

 

３ その他参考事項 

  第２次豊岡市多文化共生推進プランの策定スケジュール 

2025年５～９月  第２次プラン案検討 

10～11月  第２次プラン案まとめ（５～11月に委員会で検討） 

12月    パブリックコメント 

2026年１月    第２次プラン策定 

 

担当課名【多様性推進・ジェンダーギャップ対策課】（内線2741） 
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新規 

 

前期プラン策定 

ワークショップの様子 

№３ 事業名 
豊岡市ジェンダーギャップ解消

戦略後期プランの策定 

補 正 

予算額 

6,677 
債務負担行為含む 

千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

職場、家庭、地域におけるジェンダーギャップ（性別に基づき定められた社会的属性、

機会等の格差）を解消し、誰もが自分の意思で生き方を選択できる持続可能なまちをつ

くる。 

豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略（2021年３月策定、計画期間：2021～2030年度、

前期2021～2025年度、後期2026～2030年度）に沿った取組の進捗状況を確認するととも

に、後期プランを策定する。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

2021年度に実施した市民対象の「暮らしの中の性別役割分担の実態と意識調査」及

び市内事業所対象の「働きやすく働きがいのある職場づくりに向けた事業所調査」と

同様の調査を行い、ジェンダーギャップ解消の取組の成果を確認するとともに、後期

プランに反映させる。対象者は、市民約4,000人、事業所約2,700件、ヒアリング約20件

を予定している。 

 

⑵ 事業期間 

 2024年度～2025年度 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   2024年度 １～３月 アンケート、ヒアリング調査設計、調査票印刷 

   2025年度 ４～７月 アンケート調査票発送・回収、ヒアリング調査 

８～９月 アンケート・ヒアリング調査分析 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

6,677千円 デジタル田園都市国家構想交付金（補助率1/2） 

（内訳）2024年度  1,124千円 

       2025年度  5,553千円（債務負担行為） 

 

３ その他参考事項 

  豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略後期プランの策定スケジュール 

   2025年 ５～９月 戦略案検討 

10～11月 戦略案まとめ（５～11月に委員会で検討） 

12月   パブリックコメント 

2026年 １月   戦略策定 

 

担当課名【多様性推進・ジェンダーギャップ対策課】（内線2741） 
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継続 

 

№４ 事業名 
総合健康ゾーン健康増進施設の

改修 

補 正 

予算額 

債務負担行為 

289,976 
千円 

 

１ 事業目的、趣旨等 

総合健康ゾーン健康増進施設は、市民の運動習慣の定着や介護予防の取組を実施する

拠点施設として2010（平成22）年４月にオープンした。竣工から15年が経過し、建物の

老朽化や機械設備の効率の低下が進んでいる。 

建物の改修工事及び耐用年数を経過する電気・機械設備等の更新を行うなど、施設の

長寿命化を図ることにより、市民が安心して健康で暮らせる環境づくりを進め、今後も

子どもから高齢者までのすべての市民に愛され、親しみをもって訪れ、利用される施設

とする。 

 

２ 全体の事業概要 

⑴  内  容 

改修工事の概要 

廊下床タイル更新、発錆補修、多目的コート修繕、外壁塗装、LED照明化、設備機器

更新（空調設備、ポンプ、換気扇、給湯器、駐車場設備、集中制御盤）など 

 

⑵  事業期間 

2024年度～2025年度 

 

⑶  事業主体 

   豊岡市 

 

⑷ 今後のスケジュール 

   2024年度 実施設計、工事着手 

   2025年度 工事完成 

 

⑸ 全体事業費（補助率・負担率等） 

296,411 千円 合併特例事業債（充当率 95%） 

（内訳） 

改修工事設計費        6,435 千円 

改修工事費・施工監理費   289,976 千円（債務負担行為）（今回補正） 

 

３ その他参考事項 

第２期事業の事業期間を2025年４月から10年間として、民間事業者の技術やノウハウ

を活かすPFI法に基づく０方式（Operate）による運営・維持管理業務を実施する。 

運営・維持管理事業者として、本事業を実施するために設立された特別目的会社であ

る豊岡総合健康ゾーンPFI株式会社を予定している。 

 

担当課名【健康増進課】（内線3101） 

6



 

継続 

 

№５ 事業名 ゼロ市債を活用した事業執行 
補 正 

予算額 

債務負担行為 

166,880 
千円 

 

１ 事業目的 

工事等発注時期の年度内平準化、発注件数の少ない春先の受注機会の拡大、早期完成

による市民サービスの提供などを目的として、2025年度実施予定の市単独事業の一部に

ついて前倒し契約を行い、年度の切れ目のない公共事業の執行を図る。 

今回補正予算に債務負担行為（年度中は支出を伴わないゼロ市債）を設定し、2024年

度内には業者との契約までの事務手続きを行い、支払いは2025年度に行う。 

これにより、業者は直ちに工事等に着手することができ、早期の完成が図られること

になる。 

 

２ 事業概要 

⑴ 内  容 

  ◇ 一般会計  （４件  43,880千円） 

    ・太陽光発電システム設置費補助金      5,280千円 

    ・農業用施設管理事業           20,000千円 

    ・道路維持事業               7,000千円 

    ・住宅管理事業              11,600千円 

  ◇ 水道事業会計（１件 123,000千円） 

    ・老朽管更新事業             123,000千円 

             合 計   ５件    166,880千円 

 

⑵ 事業期間 

   2024年度～2025年度 

 

⑶ 事業主体 

  豊岡市 

 

３ その他参考事項 

  過去のゼロ市債設定状況 

2019年度  ８件 156,158千円 

2020年度  ６件 168,450千円 

2021年度  ７件 158,530千円 

2022年度  ７件 163,440千円 

2023年度  ６件 193,260千円 

 

 

 

 

担当課名【財政課】（内線2051） 
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